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重大事故対策 －重大事故時における発電所外部への確実な情報発信－
ワーキングの詳細
はこちらから

（注）本資料は、ワーキングチームにおける論点及び検証結果を分かりやすく表現することを目的とし、できる限り平易な記載としています。

第19回ワーキング
（2021.9.24）で議論

重大事故発生時には、発電所災害対策本
部を設置し、関係機関へ迅速に情報提供
を行う体制としていること、また、情報
の伝達ミスを防止するため、FAXを用い
た一斉送信に加え、電話による着信確認
を行うことなどを確認。

重大事故時においては、リアルタイムで
変化していく状況を、外部機関などへ適
時確実に情報提供していくことが重要だ
が、そのためにどのような体制を構築し
ているのか。

○重大事故等発生時における発電所外部への情報発信

発電所から外部への情報発信の流れ

• 重大事故が発生するか、または発生するおそ
れが生じる事態に至った場合、発電所災害対
策本部等より関係機関に迅速に連絡を行う体
制をとっている。

＊オフサイトセンター：発電所から離れた場所で現地の応急対策をとるための拠点
国、県、市町村及び事業者等の防災関係者が情報共有を図り、
合同で応急対策にあたる。

• 連絡方法は、迅速に情報伝達を行いつつ誤伝
達を防止するため、主にFAXを用いた一斉送信
としており、また、相手方への送信の確実性
を期すため、FAX送信後に個別に電話で着信確
認を行い、必要があれば情報を補足する。

• 関係機関への連絡以外にも、マスメディアを
通じた記者会見やホームページへの情報掲載
等により、発電所の状況を事業者から直接住
民・国民に伝えていく。

https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/gentai/anzen/nuclear/anzen/tokaidaini_wt_kekka.html

